
76
第

号

若
柳
支
所
だ
よ
り

若
柳
支
所
だ
よ
り

栗
原
市
社
協

若
柳
支
部
地
域
支
援
事
業（
会
費
充
当
・
歳
末
ふ
れ
あ
い
募
金
配
分
事
業
）

◆
共
に
学
ぼ
う 

　「地
域
住
民
福
祉
活
動
推
進
公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

〜
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
　そ
ん
な
地
域
を
目
指
し
て
〜

普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
、
社
協
（
栗
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
）
を
身
近
に
感
じ
て
欲
し
い
。
住
民
が
気

軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

・
こ
ん
な
こ
と
だ
け
ど
話
し
を
聴
い
て
欲
し
い
。

・
お
昼
休
み
の
お
し
ゃ
べ
り
に
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
打
合
せ
の
場
所
と
し
て
。

・
地
区
の
お
茶
っ
こ
会
以
外
で
も
集
ま
り
た
い
。

　
ど
な
た
で
も

　
　
　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

日
　
時:

令
和
２
年
８
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
15
分

会
　
場:

若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー(

ド
リ
ー
ム
・
パ
ル)

 

大
ホ
ー
ル

内
　
容:

第
１
部
公
開
講
座

　
　
　
「
地
域
で
支
え
合
う
た
め
に
ま
ず
は
正
し
く
知
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
障
害
者
っ
て
　
発
達
障
害
っ
て 

？
」

 

講
師:

栗
原
中
央
病
院
　
内
科
・
小
児
科
医
　
宮
野 

峻
輔 

先
生

 

第
２
部
公
開
座
談
会

　
　
　
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
今
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
～
」

 

講
師:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
き
ば
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表 

武
田 

和
浩 

氏

問
合
せ
先
：
社
協
若
柳
支
所 

 
(

☎
３
２―

３
０
８
３)

毎
月
25
日 

開
催

（
休
日
の
場
合
繰
り
下
げ
）

社
会
福
祉
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
若
柳
支
所

〒
９
８
９
ｌ
５
５
０
２ 
栗
原
市
若
柳
字
川
南
戸
ノ
西
４
番
地
　
℡
０
２
２
８
ｌ
32
ｌ
３
０
８
３
　
℻
０
２
２
８
ｌ
32
ｌ
３
０
８
３

令
和
２
年
8
月
16
日  

発
行

若柳地区社協会長座談会開催
若柳支部事業(会費充当事業)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、

集
う
機
会
が
も
て
な
い
状
況
が
続
く
中
、
各
地

区
・
各
団
体
の
現
状
を
報
告
し
合
い
、
情
報
共

有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
６
月
２
日(

火)

、
３

日(

水)

、
若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
栗
原

市
地
域
支
え
合
い
若
柳
地
区
推
進
会
議
と
合

同
で
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
で
は
「
地
区
民
で
手
作
り
マ
ス
ク
を
作

成
し
、
敬
老
者
の
方
に
配
布
し
喜
ば
れ
た
」
、

「
犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら
、
近
所
の
方
に
声
を

掛
け
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
し

た
」
、
「
い
つ
も
よ
り
広
い
会
場
で
３
密
に
気

を
付
け
な
が
ら
お
茶
っ
こ
会
を
再
開
し
て
い
き

た
い
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
従
来
の
活
動
が
で
き
な

い
中
に
あ
っ
て
も
、
地
区
の
つ
な
が
り
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

8
月
25
日（
火
）

9
月
25
日（
金
）

10
月
26
日（
月
）

11
月
25
日（
水
）
午前 10：00
～午後 2：00

参加費 

無料 

若
柳
支
部
地
域
支
援
事
業（
歳
末
ふ
れ
あ
い
募
金
配
分
事
業
）

毎
月
25
日 

社
協
若
柳
支
所
内
で

『
社
協
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ
』を
開
催
し
ま
す

◆
第
８
回
わ
か
や
な
ぎ
福
祉
の
つ
ど
い
中
止
の
お
知
ら
せ

　た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
と
交
流
の
場
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

10
月
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
当
事
業
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



 

「
地
域
の
為
に
何
か
役
に
立
ち
た
い
」
「
私
達
に
も

出
来
る
こ
と
は
あ
る
」
と
思
い
を
込
め
休
校
中
に
自

宅
で
マ
ス
ク
作
り
に
取
組
み
、
７
月
２
日
に
、
73
枚
の

手
作
り
マ
ス
ク
が
届
き
ま
し
た
。
一
針
一
針
手
縫
い

の
も
の
も
。
サ
イ
ズ
は
子
供
用
か
ら
大
人
用
ま
で
。

そ
し
て
絵
を
描
く
と
疫
病
退
治
に
な
る
妖
怪
ア
マ

ビ
エ
は
可
愛
い
迫
桜
ア
マ
ビ
エ
の
イ
ラ
ス
ト
と
、
コ

ロ
ナ
に
負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
入
り
。
優
し
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
マ
ス
ク
は
、

地
域
の
為
に
役
に
立
ち
た
い
生
徒
の
思
い
で
心
を
一

つ
に
、
き
っ
と
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
、
強
い
若
柳
の

地
域
づ
く
り
に
必
ず
繋
が
っ
て
行
き
ま
す
ね
。

迫
桜
高
校
の
皆
さ
ん

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ 

り 

が 

と 

う 

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区

行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
内

栗
原
市
社
協
若
柳
支
所

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
若
柳
支
所
　
電
話
：
32-

３
０
８
３

９
月
８
日（
火
）

10
月
６
日（
火
）

８
月
18
日（
火
）

10
月
20
日（
火
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

下
在
さ
く
ら
会

迫
桜
高
校
か
ら
の
贈
り
物

残暑お見舞い申し上げます。　暑さに負けず　コロナに負けずに
生活支援コーディネーターが見つけた　

若柳の素敵な　　　支え合いの お宝をご紹介

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
の
お
知
ら
せ

技
術
養
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
１
回
目
と
し
て

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

[

日

時]

令
和
２
年
９
月
18
日(

金)

[

場

所]

栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
室

[

持
ち
物]

筆
記
用
具

[

定

員]

25
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切)

[

申
込
締
切]

令
和
２
年
９
月
４
日(

金)

[

申
込
先]

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課

 

電
話
：
23-

8
0
8
7

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

さくら会鈴木会長と、受け取った会員さん達
　　　(右)           (中央・左)

毎
月
楽
し
み
に
心
待
ち
に
し
て
い
る
お
茶
っ
こ

会
が
中
止
と
な
っ
て
い
て
、
寂
し
い
。
み
ん
な
と

会
い
た
い
、
話
し
た
い
と
の
声
を
聞
き
、
暑
中
見

舞
い
を
か
も
め
ー
る
で
発
送
。
ご
近
所
、
す
ぐ
近

く
に
暮
ら
す
仲
間
に
、
あ
え
て
郵
便
で
送
り
ま
し

た
。自

分
あ
て
に
届
い
た
、
た
よ
り
の
は
が
き
に
、

受
け
取
っ
た
高
齢
者
は
「
ほ
ん
と
に
嬉
し
か
っ
た
」

「
お
手
紙
な
ん
て
　
久
々
に
届
い
た
の
」
と
声
を
弾

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
年
を
と
っ
て
も
、
地
域
の
一

員
、
自
分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
ご
近
所

さ
ん
は
、
何
よ
り
も
の
お
宝
で
す
ね
。

迫桜高校　家庭クラブの皆様

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております


